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遅ればせながらの会長挨拶
IPPS― J会長 愛媛大学 農学部 大 オ喬 広 明

群馬大会から帰ってから、しばらくして藤森さ

んから、ニュースレターの原稿を「会長挨拶とし

て」、との依頼がやってきました。年月の経過と

ともに順番が回って来て、会長という立場になっ

てもうすぐ1年、もう、そのような原稿を書くこ

ともないであろうと思っていたところで、何を書

けば良いやら…というタイミングでした。

多少、自己紹介のようなことを書くとすれば、愛

媛大学農学部で、疏菜花斉学の教員として、メ

ジャーな花丼ではない、シヨクカッコソウをはじ

めとする野生植物やマイナーな植物の育種や繁殖

を、「メジャーな花斉でも元々は野生植物に過ぎな

い」と言い訳?をしながら細々とやっております。

さて、会長という立場ではありますが、IPPS― J

の設立からもうすぐ四半世紀を迎える歴史のなか

で、私自身はその後半しか知りません。その間に、

100名以上いた会員が現在は60余名となりまし

た。理事会では、会員を増やしていかなければなら

ないという問題意識を、常に持ってやってきました

が、毎年、新入会員と同じか、それを上回る数の退

会者がいるのが現状です。創設時にはおそらくは

熱意に溢れたメンバーでスタートしたであろうこと

は想像に難くないのですが、かつて活気に満ちて

いた都市近郊のニュータウンが、過疎と高齢化に

悩む存在になっているニュースを見ると、重なって

見えてしまいます。

大会要旨集に掲載されているIPPSの紹介では、
「Seek&Share(共 に学び分かちあう)をモットー

とし、」と書かれています。Seekを辞書で引けば、ま

ず「捜す、捜し求める」とあります。Shareのために

は、Shareする物・ホロ手をまず見つけなければ始

まりませんから、IPPS Jのような少人数の集まり、

あるいは構成する会員にとっては、まずはSeek、

その後にShareがあるのではないかと思います。

そして、そのきっかけと

なる場は年に 1回の大

会しかありません。懇

親会や見学もあります

が、昨年の群馬大会の

研究発表では、紆余曲折を経てきた八ッ場ダム予

定地における自生カザグルマの変異などを紹介す

る発表があり、これが最も記憶に残っています。前

号で南出さんも書いておられたように、「研究発表」と

いうと敷居が高く感じられる方が少なくないと思い

ますが、「研究」の2文字は見ないようにして、地域の

植物資源 (自生・導入にかかわらず )、 栽培や増殖の

経験や悩みごとなど、その地域のことを紹介するよ

うな発表・話題提供が多くなると、「Seek」のために

役立つように感じました。

昨年は群馬大会でしたが、これから先の予定で

は、今年は高知大会、来年は沖縄大会と、3大会続

けて初めての地域での開催となります。特に沖縄大

会は、理事会でも「果たしてどのくらいの方が参加

してくださるだろうか」という不安の声もあります。

1人でも多くの方が「Share」のきっかけを「Seek」

するためにご参加いただくことを、そして実行委員

会の皆様には、無理のない範囲で、それぞれの地

域の特徴、植物やその生産・増殖を紹介して頂け

ることをお願いしたいと思います。

普段の移動に何年も空路を使ったことがない私

にとっては、高知は極めて近いのですが、沖縄は逢

か彼方です。まだ少し先のことですが、この際、久々

に空路にしようか、それとも、のんびりと鹿児島か

ら片道24時間の船旅をしてみようか、とも考えて

います。会員の皆様も、高知へ、そして沖縄へ、旅

行を兼ねて、誘いあわせてご参加いただき、新た

な発見をしていただきたいと思います。
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〃
1 love colning to Japan′

〃Says New Zealand
Region lnternational Plant Propagation Society

(IPPS)member Peter Waugh who/over 20 years′
has flown in once then t私 ′ice and in recent years

three times per year.He has enioyed the culture

and history of the places that he has had the

privilege to visit over the years,Also the growers

and nurseries that he has visited
″
Japanese gro■ vers have a lvay of preparing and

dressing plants for sale thatis unique in the world

After travellmg world IPPS Regions over the years

l can honestly say the plant qualit5/iS tOps〃

Peter 
′
s love affair、 vith Japan started in 1995 His

background as a Waikato(NZ)floriSt′ grower′

flower auctioneer and a dynalllic horticultural

supplies(retail and grower)COnlpany servicing the

entire Ne■ ν Zealand lnarket with fertilisers′

containers and chellllicals gave hilln lnany

opportunities to compare world horticultural

production techniques′ especially plant

propagation with those in Japan

He remembers it very clearly 
′rl fle■
v into lゞ arita

Airport′ to be confronted by the vastness ofthe

airport and had to、 vait for about an hour before

lan Gordon IPPS International President arrived

from Australia ttVe had to find the hotel for the

nightthen the following lnorning find our way

across Tokyo to Haneda airportto catch a flightto

ⅣIiyazaki On arrival we were inet by Mr and Ⅳlrs

Yamamoto who looked after us till after the

conference VVhile in Miyazaki he noticed inOst of

the shops disPlayed baseball gear and every

second car on the road■ vas big American lnuscle

cars He came a■ vay frOm that trip thinking that

lapan Was much Americanised.

Later that year 3 members frolllJapan′ Dr Takeda′

ⅣIr Kawasaki and WIrヤVatanabe/cameto New
Zealand col■ ference and talked hilll into gomg back

tO Japans next conference′ after the conference he

was taken toスけoto′ Nara etc.to see the shrhes and

temples and the amazing history ofJapan and he

lvas hooked

lt■vasn′ t only the horticulture that took his eye
″
The 1000 years old temples are lnagnificent E)IY

retailing and stocking is exceptional′
〃
says the―→

「私は日本に来るのが大好きです」と話すのは、国際

植物増殖者会議 (IPPS)ニ ュージーランド支部の会
員であるピーター・ウォー氏。 20年にわたり、年に 1
度の来日がやがて 2度になり、近年では年に 3度来日し

ています。この 20年間、彼は様々な場所を訪れる機会
に恵まれ、その土地の文化や歴史を楽しんできました。

生産者や園芸店も楽しい訪間先でした。

「日本の生産者は販売用の植物を育てて綺麗に仕上げ

る方法を知っていて、それは世界でも類を見ないもので

す。長年、世界中の IPPS支 部を旅してきましたが、
率直に言ってその植物の品質は最高です」

ピーターが日本に夢中になり始めたのは 1995年 で
す。ワイカ ト (ニ ュージーランド)の生花店、生産者、

生花市場、活気のある園芸用品会社 (小売。生産)(ニ ュー

ジーランド全国の市場に肥料、コンテナ、化学製品を供

給する企業)での経歴があり、世界の園芸生産技術、特
に植物増殖技術を日本のものと比較できる機会が豊富に

ありました。

彼は今でもはっきりと覚えています。「飛行機で成田

空港に到着したのですが、空港の広大さに戸惑いながら、

IPPS会 長のイアン・ゴー ドン氏がオーストラリアか
ら到着するまで 1時間程待たなければなりませんでした。

その日宿泊するホテルを 2人で探し、翌朝、苦労の末、

羽田空港にたどり着いて宮崎行きの便に乗りました。到

着した私達を山本夫妻が出迎えて下さり、大会の後まで

面倒を見て下さいました。宮崎で気付いたのは、多くの

店に野球用品が展示されていて、道路を走る車の 2台に

1台が大型のアメリカ製のマッスルカーということでし

た。日本はかなリアメリカ化されているんだなと考えな

がらその旅を終えましたJ

その年の内に、 3名 の会員 (武田さん、川崎さん、渡
辺さん)が日本からニュージーランドの大会に参加され、

日本で開催される次の大会にぜひ参加するようピーター

を説得しました。その大会の後、ピーターは京都や奈良

などで神社仏閣や日本の素晴しい歴史を見て回り、魅了

されてしまったのです。

彼が目を奪われたのは園芸だけではありませんでし

た。「1000年 もの時を経た寺院は荘厳です。DIYの
販売方法や在庫品は非常に優れたものです」と、熱心な

木工職人でもあるピーターは言います。ニュージーラン

ドでは手に入らない国際的なプランドや専門家向けの工

具が豊富に並んだ魅力には逆らえなかったそうです。

次の 2年間、彼はニュージーランドの鉢植え植物の生

産者であるブラントウッド・ナーセリーズのデイビッー→
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―)keen woodwork craftslnan who can′  t resist the

huge array of international brands and specialist

tools that are not available in New Zealand.

In the next two years he brought NZ container

plant prOducers Bruntwood Nursery′ s David

Ogilvy(19971 alld hiS Wife Shirley(1998)with him.
′′
They were very IInpressed.They were taken with

bonsai growing techniques′ had lessons in the art

and went home armed with bonsai books.It was a

valuable experience for theln and we were treated

exceptionally well.An extra suitcase had to be

purchased to carry the numerous giftthat were

showered upon us sald Peter.

In 1999 Peter returned with New Zealand
Nurserylnen′  s Association ColnIInercial
Horticulture inagazine editor′ Bob Edwards′ for

the AnnualIPPS conference at Tsukuba and field

trips ″I was bonsai― blooded′
″
says Bob.″ The

result:an extended′ 4-part′
′
N〔asters of Bonsai′

se五es on bonsai production north of Tokyo around

Omiya and an in― depth look atthe unique lnethods

Japanese landscapers use to stake big and small

plants.

He continues′ ′ The Tsukubu conference was a

great opportunity to witness the′ Japanese way′ ′

amazing hospitality′ proceedings written in two

languages and the friendships Peter Waugh was

forlning with local identities.The IPPS connection

was strengthening too.〃

About this tilne Peter introduced Japan tO plant

auctioning as a fund raising method for
conferences. Post conference tours to universities

and growers still produce inany lnemories

Over the next 15 years(2000-2015)the annual

Japan pilgrimages increased froln one to two′ then

“

vo to仕ピee.

The Japanese IPPS Board invited Peter to attend

meetings fiFSt aS an observer′ then as an advisor.

Soon he was travelling to allJapan IPPS board

meetings and conferences.And at the→

→ ド・オグルヴィを 1997年 に、その妻シャーリー
を 1998年 に伴って来日しました。「2人とも大変感
銘を受けていました。盆栽の栽培技術のとりこになり、

その技巧についての講習を受け、盆栽の書籍を抱えて帰

国しました。 2人にとって貴重な体験であり、私達は非

常に手厚いもてなしを受けました。沢山頂いた贈り物を

入れるスーツケースを買い足さなければならない程でし

た」と、ピーターは言います。

1999年 、ピーターはニュージーランド植木協会の
商業園芸雑誌の編集者であるボブ・エ ドヮーズ氏と再び

来日し、つくばでの IPPS年 次大会や現地調査旅行に
参加しました。「私は盆栽の気質を持っていました」と

ボブ。「それで、東京の北にある大宮の辺りで行われて

いる盆栽生産に関する、広範囲に渡る4部の『盆栽の名人』

シリーズを実施したり、日本の庭師が大小様々な植物を

杭で支える独特の手法を詳細に調べたりしました」

彼は続けます。「つくば大会は、『日本人のや り方』、

素晴らしいもてなしの心、2ヵ 国語で書かれた議事録や、

ピーター・ウォー氏が地域の名士と育んできた友情関係

を目の当たりにする良い機会でした。IPPSの つなが
りも強くなりました」

この頃、ピーターは大会の資金集めの方法として植物

のオークションを日本に導入しました。大会終了後に大

学や生産者を視察して回った旅行は、今も思い出深いも

のです。

その後の 15年間 (2000年 ～ 2015年 )で、年
に 1度だった日本への特別な旅が 2度に増え、年に 2度

から3度に増えて行きました。

IPPS日 本支部の理事会は、当初はオブザーバーと
して、後にはアドバイザーとしてピーターを会議に招く

ようになりました。彼はすぐに、日本全国で開催される

IPPSの 理事会や大会に出掛けるようになりました。
また、IPPSの 国際的な大会や理事会では、IPPSの
国際的な組織と日本支部の間の仲介者の役割を果たしま

した。

5日間から10日間の日程で旅行し、行ったことのない

地方や観光名所も訪れるようになりました。「日本には何

度来ても飽きません。大会の 2日前に到着して金曜日の午

後を理事会で過ごし、土曜日は大会で論文の発表を聴いた

り、大会のビュッフェ式ディナーを楽しんだりした後、 →



→ International IPPS conferences and Board

meetings he acted as an intermediary behveen the

IPPS International body and Japan.

Trips extended in length froln 5-10 days.Peter

started seeing new parts of the countryside and

tourist attractions 
″
I never tire of going to Japan.A

typical trip lⅣ as to arrive two days before the

Conference′ spend Friday afternoon at the board

meeting′ Saturday at the conference′ listening to

the papers and e可 oying the conference buffet sサ le

dinner then Sunday participating in the■ eld trips

arriving at tl■ e station in the afternoon.A highlight

of this IInore frequent contact was the introduction

of the Japan/Ne恥″Zealand student exchange

prograllnine、 ″hich operated for about eight years

Japanese students loved、 vorking in nurseries

across Ne、 v Zealand′ meeting lnelnbers and their

staff′ seeing the l■ ore inforll■ al Ne私″Zealand

horticulture production and learning ne、 ν

propagation techniques

New Zealand students returned home with a

greater appreciation of lapanese lifesち ′le′ scale of

production and Japanese horticultural techniques

finesse′ the Japanese garden The scheme was a

win―■νh for bOth countties

Peter sulns up the differences ln lapan expect to

see many small specialist grower operations

(CyClamen Orchid′ s bonsai),plants bemg superbly
′
dressed′ for the inarket.… presentation is the key to

qualitv plant production and JapaneSe universities

input intO the horticultural industty

Your horticultural books and catalogues are

glossy′ well― illustrated′ superb and glossy

productions

lapan grOwers have been through tough tilnes in

the last decade′ but has slo■ vly been getting back

on track through diversificauon.

Listing things that have impressed… ……botanic

gardens′ groundcover′ bonsai′ orchid′ succulent

and cacti nurseries′ fruit and landscape tree

production′ garden centres′ cut flower gro■′ers′

rose growers′ an agricultural lnachinery lnuseunl′

seed companies like Sakata and Suntory.

There have been inany highlights throughout the

20 years thatl have been involved with IPPS― J′ too

many to lnention′ and l am extremely thankfulto

an the friends thatl now have mJapan Says Peter

→ 日曜日に現地調査旅行に参加して午後に駅に到着す

るという日程が多かったです。このように頻繁に交流す

るようになった中で最 も輝か しい出来事は、日本 と

ニュージーランドの学生交換研修プログラムを導入した

ことです。このプログラムは約 8年間続けられました。

日本の学生は、ニュージーランド中の園芸店で働くこと

や、会員やそのスタッフに会うこと、ニュージーランド

の普段の園芸生産活動を見学すること、新たな増殖技術

について学ぶことが大好きでした」

ニュージーランドの学生は、日本の生活様式、生産規

模、日本式園芸技術の精巧さ、日本庭園についての理解

を深めて帰国しました。このプログラムは両国の利益と

なりました。

ピーターは違いを次のようにまとめます。日本では小

規模経営の専門的な生産者が多く (シ クラメン、ランの

盆栽)、 植物は市場向けに見事なまでに「仕上げられ」

ます。見栄えを良くすることは、質の高い植物を生産す

るための秘訣であり、日本の大学は園芸業界に情報を提

供しています。

あなた方の園芸関連の書籍やカタログは、豪華で詳し

い図解が入った素晴らしい高級な著作物です。

この 10年、日本の生産者は厳しい時代を経験してき
ましたが、多様化によってゆっくりと回復しつつありま

す。

印象深かったのは、植物園、グランドカバー、盆栽、

ラン、多肉植物とサボテンの園芸店、果物と造園用樹木

の生産、園芸用品店、切り花生産者、バラ生産者、農業

機械の博物館、サカタやサントリーといった種苗会社な

どです。

この 20年 間、IPPS日 本支部の活動に参加して数
多くの輝かしい出来事があり、ここではとても語り尽く

せませんが、日本にいる私のすべての友人に大変感謝し

ています、とピーターは言います。

(訳文 :帥赤塚植物園 田中)
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「魔咲にしずおか」運動

現在、私が勤務している静岡県庁の本館建

物は、昭和 9年の懸賞設計当選案に基づき竣

工した歴史的建造物で、静岡県の登録有形文

化財 (建造物 )に も指定されています。県庁

を訪れる人に、四季おりおりの花を楽しんで

いただき、また県で取 り組んでいる「花咲く

しずおか¨運動を盛り上げるため、本館窓辺

には 「季節の花のプランター」、議会場へと続

く階段の踊り場には「季節の寄せ植え花Jを

設置しています。そしてこれらの花々を栽培

作製しているのが、静岡県立農林大学校およ

び県内 11の農業系高等学校の学生 。生徒さ

ん達です。 12の学校で手分けして合計 800

のプランターを作成しています。プランター

は 4月 ベゴニア、 7月 ペチュニア、 10月 ベ

♂「
ま「 ガ

静岡県庁 畜産課 鈴 木 智 子

ゴニア、 12月 カレ
ンジュラ、 2月 バン

ジーと季節ごとに入

れ替えています。県

の中心部にある県庁を彩る花を作ることで、

学生生徒さん達にとってはとてもいい経験に

なり、また花き生産県のPRに も一役かって

います。花きのPRと いえば、前号で大西様

が書いておられた 「フラワーバレンタイン」

に農林大学校の学生も毎年参加させていただ

いております。花き生産者をはじめ、JAや販

売店等の皆様とともに、大学校で育てた切り

花を花束にして抱えながら、市街地で花のP

Rを します。
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頭球を利用したタマネギ育種の試み

静岡県農林技術研究所 生物工学科 オこFEl肇ヨヌと 〈本年入会予定です。〉

櫓葱と呼ばれるネギがあります。葱坊主に普通

は小花が多数付くのですが、小花の代わりに小さ

なネギができることがあり、この現象が安定的に

起こる品種は「櫓葱 :ヤグラネギ」と呼ばれます。

タマネギにも同じような現象があり、花球 (葱坊

主)に発生する珠芽 (むかご)を頭球、小球、子球、

トップオニオンなどと呼びます。呼称が定着して

いないので、ここでは頭球とします。採種圃で頭球

ができると種子の乾燥が遅れることから、採種の

現場では嫌われ者です。でも、栄養体なので貴重

な個体を維持・増殖する上で利用価値があります。

浜松市の南西部、遠州灘に面した砂地では日本

一早生の新タマネギが栽培されています。一般的

には淡路島の極早生タマネギの方が有名ですが、

1月 1日から出荷されるタマネギは浜松だけの特

殊な品種、地域オリジナル品種です。

この品種は今時のタマネギには珍しくFl品種で

はなく、昔ながらの集団採種で遺伝的に雑駁なまま

維持されています。産地規模が小さいことと、超極

早生の特殊な品種を外部に流出させたくない生産

者たちの思しヽこより、大切に維持されているのです。

ところが、集団採種の宿命で、どうしても熟期

や品質にばらつきがあつて、生産が安定しません。

「何とかならないか」と相談を受けましたので、考

えてみました。雄性不稔と栄養繁殖を使えば短期

間で育種できるかも。

雄性不稔個体と優秀な個体を交配すれば、とり

あえずFl世代の子供が得られます。たまたまその

子供たちが優秀で揃っていれば、親を栄養繁殖し

て似非Fl品種の出来上がりです。「兄弟同士なら、

同じ小学校に通う全校生徒よりも、見た目が少し

は似ているだろう」との単純な考え方です。勿論、

簡単に品種ができる筈はありませんが、こんな短

絡的なアイデアから今回の研究はスタートしまし

た。でも、雄性不稔株はあるだろうか?栄養繁殖

はうまくできるだろうか?個体同士の子供は揃っ

ているだろうか?

まず最初の関門です。ひとつの花球に1000

個前後の小花が着くタマネギです。AHium
giganteumの花色が自くなったものを思い

浮かべてください。これを順次除雄して交配す

るなんて現実的ではありませんから、雄性不稔

株を探しました。普通のタマネギFl品種は当た

り前に雄性不稔系統を利用していますが、色々

な形質が違うので使えません。現在使っている

中から見つけ出さないと意味が無いのです。幸

い、約 14,000個 体の中から11株の雄性不

稔株を見つけることができました。

2つ目の関門。栄養繁殖の効率が低いことが次

の心配でした。頭球は採種圃でしばしば発生して

いますが、何もしない状態での発生率は0.1%程

度。しかも、ひとつの花茎 (葱坊主)に 10個程度

しか出来ていません。ところが、とある処理を行う

と発生率を飛躍的に上げられることがわかりまし

た。一株から頭球を100個得ることも可能になり

そう。詳細は公表できませんが、時期が来たら発

表したいと考えています。

そして3つ目の関門。子どもたちが揃っているかど

うか。こちらは多分無理です。近交弱勢が出ないよう

に集団採種していますから、どの個体もヘテロ。子供

たちはばらつくはず。数年掛けて交配と選抜を繰り返

して純度を上げる作業が必要です。品種と呼べるも

のが出来るのは何年先でしょうか?

でも、一般的なFlタマネギ育種の様にABCの

3ラインを育成

する必要は無

く、雄 性 不 稔

株と花粉親の

純度を上げる

だ けな ので、

作業はシンプ

ル。意外に早く

品種ができる

かも、と期待し

ています。
タマネギの花球に形成さ』二頭
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腿 翻 酬

私は岡山県で葡萄・桃の栽培をしながら葡萄の育

種について取り組んでいます。温室葡萄の産地に

あって、葡萄の価格低迷初期に就農し、現状の栽培

品目が今のままで安定的な生産や販売がなされて

いくのかと懸念していました。また、私自身、家業が

農家でしたが、高校からは工業系の勉強をし、農業

の基礎などとは縁遠いことを勉強してきました。

近所の方の紹介で、農業高校を退職後、育種

をされている花沢茂先生に会う機会を頂き、先生

の元で栽培の技術や育種の方法等を指導してい

ただきました。

育種を始めて、15年ほどが経ち、昨年の平成
26年に、ようやく私の育成品種を登録すること
ができました。

その品種は「マスカットジバング」(登録番号 :

23385号)です。

私も育種過程で様々な品種を栽培してきました

が、自然状態で大半が無核で着粒し (図 1参照)、 ど

の品種にもないくらいの植物調整剤への反応があ

り果実の肥大が進む

のがこの品種の大き

な特徴です (図 2参

照)cまた、栽培方法

によってはマスカッ

トの香りが出てきて、

マスカット・オブ・ア

レキサンドリアに非

常に近い風味が出て

きました。

私の欲しい形質を

岡山県 林 慎悟

もった品種が出来き、品

種として登録すること

が出来た。達成感と共

に大きな課題が目の前

にあったのを今でも鮮

明に覚えています。

育種には大きな費用がかかりますが、中々その

費用を回収することが出来た事例を聞いたことが

なかったからです。

近年の種苗の動向を見ていると、昔以上に新し

い品種を我先にと、種苗業者も栽培者もが先取り

を繰り広げている現状が見えてきました。今のまま

だと、今後の種苗の業界は長く続かなくなる、育種

家や苗木業者にきちんとした対価が還元される環

境を整えなくては、いずれ生産者も困る時代が来

るのではないかと思いました。

そして、近い将来訪れる自由貿易の世界の中に

あって、それぞれの生産者が競争力を維持するた

めには、種苗の力が必ず必要になってくると思い、

生産現場などへの知的財産としての品種の位置づ

けの確立に東奔西走の日々 です。

また、私は、品種のポテンシャルに合わせ、個

人の栽培レベル・意識レベルに応じた苗木、種子

等の販売、譲渡。又は、栽培レベルの周知が必要

になってくると感じています。いい意味での情報

を育成者と栽培者が共有し、栽培した人が納得

いく、失敗の少ない仕組みづくりが、近々の課題

ではないかとも思っています。

温暖化の影響からでしょうか、近年の環境が激

変するなか「育種」の重要性は、今後益々大きく

なってくるのではないかと痛感する毎日です。

「品種に勝る技術なし」

私の育種の原点であり、今まで育種を続けてき

た理由です。多くの方の助けの中でここまで来まし

た。まだ発展途上です。会員の方との交流を通して、

今まで以上の新しい品種を作っていきたいと思っ

ています。今後とも宜しくお願いします。



落合 正樹 岐阜大学 応用生物科学部 園芸学研究室 学術研究補佐員

2015年 1月 1日入会

岐阜大学の園学研究室に所属しており、花丼の育種、栽培技術の向上を目指した研

究が主体です。最近ではバラの耐病性育種、フヨウ属の種間交配、サンダーンニアの

属間交配、フウセンカズラの倍数体育種など手広く携わつております。自宅では趣味

の多肉植物、洋ラン、エアープランツなどでベランダやリビングが手狭になつており

ます。将来的にも園芸作物の育種、栽培技術に関わる研究を、企業や生産者の方々と

連携しつつ行つていきたいと考えております。引き続きよろしくお願いいたします。

一趾

森安 晃司 98犠 4]罰露⑮
赫

はじめまして、岡山県の備前市で、施設野菜、水稲を栽培している森安と申します。 _

数年前に、ぶどうの育種家に出会い話をしているうちに、育種に興味を持ち、最近で

は交配の手伝いなどをしております。その様な事もあり、このたび IPPSに入会する

事にしました。

高校、大学と農業系の学校で、花斉専攻で勉強しており、無菌培養に興味があり在

学中は、放課後に、勉強するなどしていましたので、その技術を活かし、仲間ととも

に新しい品種を作出していきたいと思つておりますので、今後ともよろしくお願いい

たします。

松 本寸 俊 一 多

“

官F協 薔 処
鵬 幅 郡

IPPS― JOブ t≦≡呵レ定  ※大会を開催したい方は早めに事務局
へ申し出てくださしゝ

2016年 9月 24日 (」L)・ 25日 (日 )―一

2017年‖月

2018年

第23回 高知大会 (担当 :高知大学 島崎―彦先生)

高知大学 朝倉キャンパス (高知市曙町 2-5-1)

第24回 沖縄大会 (担当 :南九州大学 前田先生)、 沖縄県

第25回 禾口歌山大会 (担当 :近畿大学 文室政彦先生)、 和歌山県

会員の皆様、新年あけましておめで

とうございます。今年も皆様にとつて

素敵な 1年になることをお祈り申し上げます。

さて、世の中には多くの組織があります。そしてほと

んどの組織が会員の減少で苦慮しています。IPPS―
」もその例外ではなく、会員は減少して参りました。し

かしながら最近、入会者も少しずつ増えてきました。ま

た、会の活動は極めて活発になつてきたのではないかと

感じます。例えば、この会の最も大きな行事は年 1回の

大会です。もうすでに2017年 、 2018年 の大会予

定が概略で決まつてきました。この事は大変に嬉しいこ

とです。

また、昨年の群馬大会は実行委員の皆様のご尽力のお

蔭ですが、研修会も見学も大変に有意義で楽しい大会に

していただきました。皆様もその様に感じませんか。こ

の会の趣旨を考えると、他にはない特徴が幾つかありま

す。学会的な側面、生産者の実業の感覚、海外との深い

連携などです。

これからも IPPS― 」の会員であることに誇りを
持つて活動していきたいものです。

ニュースレター担当 :藤森忠雄
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